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元気な風がふくまち
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４月 25 日から中間市地域振興券が発売されます！

中 間市内のお店や事業所で利用
することができます。

ただし、一部お取り扱いできない場
合がありますので、商品券ご購入前
に利用する店舗へご確認ください。
〈商品券を使用できないもの〉
●	公共機関（施設利用料、水道料金、
税金など）への支払い
●	交通機関料金（ＪＲ、西鉄バス、
筑豊電鉄）
●	金券の購入（商品券、プリ
ペイドカード、切手、官製
はがき、有価証券など）
●預貯金、債務、寄付など

商 品券の販売額は１冊10,000円です。内容は
500円券× 22枚つづりで 11,000 円分とな

っており、1,000円分割り増しされています。
なお、使用有効期限は７月31日までですのでご
注意ください。

中間市内で使えるお得な商品券を、ぜひこの機会にお買い求めください。

　

得
度
満
点
！

買
え
ば
千
円
分

つ
い
て
く
る

お

　

内
で
あ
れ
ば

い
ろ
ん
な

お
店
で
使
え
る

市

■商品券の内容
　１冊10,000円
　500円券×22枚つづり（11,000円分）
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商 品券は、発売所への来場
者１人につき３冊まで購

入できます。
ただし、15歳以下の場合、保護
者の同伴が必要です。

４ 月25日から売り切れるまで販売
します。商品券の発売予定札数

は7,500冊です。お買い求めはお早め
に。売り切れの場合はご容赦ください。

　

現
在
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
世

界
的
な
金
融
危
機
を
原
因
と
す
る

経
済
成
長
の
後
退
に
よ
り
、
景
気

低
迷
や
雇
用
不
安
な
ど
地
域
の
み

な
さ
ん
の
生
活
に
大
き
く
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
国
や
県
は
、
消
費
拡

大
や
中
小
企
業
支
援
策
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
緊
急
経
済
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
中
間
市
で
も
、
地
域
の

消
費
を
刺
激
し
、
ま
た
中
小
企
業

の
み
な
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、

地
域
振
興
券「
元
気
な
風 

商
品
券
」

を
４
月
25
日
か
ら
発
売
し
ま
す
。

　

こ
の
商
品
券
は
、
市
内
の
お
店

や
事
業
所
で
利
用
で
き
、
１
冊
に

つ
き
１
、０
０
０
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム

（
割
増
金
）が
付
い
た
お
得
な
も
の

で
す
。

　

商
品
の
購
入
、
飲
食
、
理
・
美

容
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
工
事
・
修
繕
、

タ
ク
シ
ー
、
医
療
機
関
な
ど
の
支

払
い
に
幅
広
く
利
用
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
市
内
で
使
え

る
お
得
な
商
品
券
「
元
気
な
風 

商

品
券
」
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

●
商
品
券
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

　

中
間
商
工
会
議
所

　

☎（
２
４
５
）１
０
８
１

　

中
間
市
産
業
振
興
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
３
５

■特設販売会場■

⁴/25土

⁴/26日
場所：体育文化センター
時間：午前 10 時～午後３時

　

っ
た
な
し

売
り
切
れ
御
免

限
定
発
売
！

待

　

れ
ま
た
限
定

発
売
場
所
は

市
内
３
か
所

こ

　

人
３
冊
ま
で

購
入
可
能
。

お
得
度
３
倍

１

発 売開始２日間（４月25日～ 26日）は、体
育文化センター特設会場で販売します。

27日以降は下記３か所での販売となります。販
売時間は平日の午前10時から午後５時までです。
●中間商工会議所
●市役所案内
●なかまハーモニーホール
※ハーモニーホールは水曜日が
定休日となります。
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お買いものは近くて便利な

みなさんの生活に密着した地域の商店街。
中間市商店組合のみなさんに、それぞれの商店
街を紹介していただきました。

商店街へ
行こう！

平和通商店街には「元気な風」が吹いています。あなた
の地域振興プレミアム商品券。もっとお得に使いませ
んか？平和通商店街加盟店では、あなたの満足を徹底
的に追求しています。一度商品券を使ってみてくださ
い。「ありがとうございました」の言葉とあなたの「満足」
がじわ～っと心にしみますよ。

平和通商業組合
組合長

日高教夫	さん
（株式会社	日高印刷所）

Interview

私たちの組合は、お店こそ離れていますが、組合員同
士またお客さんとも非常に仲が良く、固い絆で結ばれ
ています。お店を夫婦で経営しているところが多く、
夫婦一体となって地元商店街を盛り上げていこうと取
り組んでいます。気軽に来れて、お店の人も明るく迎
えてくれる、アットホームな雰囲気がある御館町商工
組合にお越しください。

御館町商工組合
組合長

松岡貞典	さん
（松岡質店）

Interview

大根土商店組合は、開業して 20 ～ 30 年になるお店が
多い歴史ある商店組合です。組合員は気さくな人ばか
りで、そのためか常連のお客さんはずっと来てくれま
す。会員同士は仲が良く、協力し合ってこの商店組合
を盛り上げていこうと取り組んでいます。地元に根付
いた身近なお店に足を運んでください。

大根土商店組合
組合長

重岡　学	さん
（重岡ラジオ店）

Interview

Interview

東中間商工会は、筑豊電鉄「東中間」電停を中心に、
約 30 件で結成されています。少子高齢化社会に伴い、
私たちも従来の営業形態からお客様一人ひとりに満足
していただく店づくりと、さらに親切な接客態度が要
求されます。安全なまちづくりに取り組み、親切な店、
安心な店を売り出し中ですので、気軽にお立ち寄りく
ださい。

東中間商工会
組合長

勝原義憲	さん
（株式会社	かつはら）

Interview

川西商業組合は５軒で構成されている小さな組合です
が、高齢者にやさしい地元に密着したお店ばかりです。
人とのつながりを大切にしていますので、お店同士、
お客さん同士も強いきずなで結ばれています。すてき
な特典をご用意していますので、明るい雰囲気でがん
ばっている川西商業組合にいつでもお気軽にお立ち寄
りください。

川西商業組合
組合長

植本種実	さん
（植本商店）

�
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■
中
間
市
内
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ
■

商
品
券
事
業
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
回
発
売
す
る
中

間
市
地
域
振
興
券
「
元

気
な
風 

商
品
券
」
は
、

中
間
市
の
地
域
経
済
活

性
化
を
図
り
、
市
内
で

の
「
元
気
な
」
活
気
あ

る
消
費
活
動
を
め
ざ
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
経

済
対
策
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
「
商

品
券
取
扱
店
」
は
、
基

本
的
に
「
市
内
全
事
業
所
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
事
業
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
店
舗
や
事
業
所
を
取
扱
店
と

し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
取
扱
店
の
登
録
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
ご

協
力
い
た
だ
け
る
場
合
、
店
頭
な
ど
に
掲
示
す
る
「
商

品
券
取
扱
店
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
中
間
商
工
会
議
所
ま
た
は
市
役
所
産
業

振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
商
品
券
の
換
金
期
間

　

５
月
11
日
～
８
月
31
日（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

●
商
品
券
の
換
金
方
法

　

 

中
間
商
工
会
議
所
で
、
商
品
券
と
同
額
の
小
切
手
に

換
金
し
ま
す

●
問
合
先

　

中
間
商
工
会
議
所

　

☎（
２
４
５
）１
０
８
１

　

市
役
所
産
業
振
興
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
３
５

この度、中間市で発行されるプレミアム付商品券「元
気な風 商品券」に感謝と期待をしています。今日、わ
が国の経済は、急速に悪化し生産・輸出の大幅な減少
に伴いリストラなど大きな社会問題を抱えています。
また、景気の悪化による消費の冷え込みで、地元に根
付く中小零細企業の経営環境は一段と厳しくなってい
ます。この先行きの見えない不安の中で、今回販売さ
れるプレミアム付き商品券「元気な風 商品券」が、地
元の経済改善への波及効果をおよぼすことに期待して
います。市内でご使用できる「元気な風 商品券」は、
みなさんに 10％のプレミアム（割増）が付いたお得な商
品券であり、加えて市内商店街にも元気を与えてくれ
る商品券であります。「元気な風 商品券」販売にあたり、
中間市商工会議所・中間市商店組合連合会では、みな
さんにお得で安心なお買い物をしていただけるよう、
また商工業者の感謝の気持ちを込めたさらなるプレミ
アム（特典など）を検討しています。
私たちの街の元気を願って、中間商工会議所はこれま
で以上に行政と連携、努力し、市民のみなさんへ顔の
見える安心で、信頼ある商工業者として、気軽にご相談、
ご利用していただけるようがんばっていきます。ぜひ、
この機会にお得なプレミアム付き商品券をご購入いた
だき、お近くの商工業者でご利用してくださいますよ
うよろしくお願いします。

中間商工会議所
会　頭

柳　潤一	さん
（有限会社	公益社）

Interview

Interview

30 年前、ダイエーの一角に地元の商店が寄り集まって
商売を始めました。対面販売の良さで、地元のお客様
とのコミュニケーションを図り、「信用が第一」をモッ
トーに、各店がんばってきました。プロがこだわって
仕入れた商品を、当商店会オリジナルの割引制度を利
用してぜひお買い求めください。みなさまのご来店を
心よりお待ちしています。

グリーンプラザ商店会
理事長

安部田　力	さん
（三宝水産）

私たち昭和町商業組合員は、身近なお店として、これ
からも老若男女問わず、みなさんに愛される商店街を
築いていきたいと考えています。まちをきれいにしよう
と行っている美化運動を継続していき、まちがきれい
で人が集まりやすい環境づくりに取り組んでいきます。
一度この環境を見に来てください。

昭和町商業組合
組合長

園田　穣	さん
（ツタヤ薬局）

Interview

商品券取扱店ステッカー

5 ● Nakama City Public Relations
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●問合先　経営企画課
☎（２４６）６２７３４月１日から組織機構の一部が変わりました

Information
からのお知らせ市

　

今
回
の
組
織
の
見
直
し
は
、

行
政
改
革
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
行
政
運
営
の
効
率
性

を
高
め
る
た
め
課（
館
）お
よ
び

係
の
統
合
を
行
い
、
４
月
１
日

か
ら
市
の
組
織
を
一
部
変
更
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
業
務
場
所
は
今
ま
で

ど
お
り
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

組
織
機
構
の
変
更
は
、
組
織

全
体
の
ス
リ
ム
化
を
推
進
し
、

事
務
の
効
率
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
ニ
ー

ズ
の
多
様

化
・
高
度

化
な
ど
に

即
応
で
き

る
柔
軟
な

組
織
を
め

ざ
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
組
織
機
構
は
簡
素

で
効
率
的
な
、
よ
り
わ
か
り
や

す
い
も
の
と
す
る
た
め
、
適
宜

見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■新しい組織機構図（抜粋）

■具体的な変更個所は以下のとおりです（変更した部分のみ抜粋）
変更箇所 主な変更内容

教育部

生涯学習課 生涯にわたって学習するための社会教育施設という観点から、「市民図書館」と
「歴史民俗資料館」を社会教育事業を担当する「生涯学習課」に統合しました

上下水道局

工務課 水道施設の改良および維持管理において、より密接な関連性を必要とする状況
にあることから、「施設係」と「維持係」を統合し、「施設係」としました

…新設・移管・統合又は改称した係

教 育 部 教育総務課
学校教育課

指導室
生涯学習課

中央公民館

総務係・施設係
学務係
指導係・人権教育係
社会教育係・スポーツ振興係

公民館係・働く婦人の家
市民図書館・歴史民俗資料館

上下水道局 営 業 課
工 務 課

下 水 道 課

管理係・営業係・遠賀営業所
施設係・給水係・漏水防止係
唐戸浄水係・西部浄水係
計画工務係・施設管理係・業務係

　

男
女
が
支
え
合
っ
て
、
共
に

生
き
、
共
に
感
じ
、
楽
し
く
過

ご
し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
、

子
育
て
、
介
護
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
総
合
的
に
学
習

し
、
男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
心
豊
か
に
生
き
る
道

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
場

所　

中
央
公
民
館

※
７
月
８
日
と
10
月
20
日
は
保

健
セ
ン
タ
ー
、
11
月
22
日
は
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春
日
市
）で

の
開
催
に
な
り
ま
す
。

●
時

間　

午
後
１
時
30
分

～
３
時

●
講
座
の
申
込
・
問
合
先

○
中
央
公
民
館

　

☎（
２
４
６
）２
３
２
１

○
人
権
男
女
共
同
参
画
課

　

☎（
２
４
５
）３
５
１
１

○
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）１
６
１
１

●問合先　中央公民館
☎（２４６）２３２１

平成21年度男女共同参画講座
共に生き、共に感じよう

№ 期　日 テ　ー　マ 講　　師

１ ５月 20 日水 女性たちのいま
高齢者社会をよくする
北九州女性の会代表

富　安　兆　子

２ ６月 10 日水 男（女）らしさからの解放
～自分らしく、あなたらしく～

にじいろＣＡＰ代表
重　永　侑　紀

３ ７月８日水 介護シンポジウム
いつだって心は生きている

コーディネーター
東　　　悦　子

４ ８月１日土
※託児有

公開講座
みんなでふれあい、支えあい

大野城まどかぴあ
男女平等推進センター所長

林　田　ス　マ

５ ９月９日水 夢から実現へ
～女性起業家からのメッセージ～

ＮＰＯ法人ヴィーナスワン代表
小　嶋　寿見子

６ 10 月 20 日火 心とからだをもっと元気に スタディオパラディソ代表
森　山　暎　子

７ 11 月 11 日水 思いをかたちに
～さあ、一歩踏み出そう～

司書・生涯学習インストラクター
辻　　　桂　子

８ 11 月 22 日土 あすばるフォーラムへ参加（予定） クローバープラザ

９ 12 月９日水 食卓から男女共同参画を考える 西日本新聞社
佐　藤　　　弘

10 平成 22 年
１月 13 日水 共に生き、共に感じよう 北九州市立大学教授

河　島　静　代
※全講座受講はもちろん、１回だけを選んでの受講も可能です。
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Topic ＆ Information

国民健康保険税が変わります

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１

　平成21年度から、国民健康保険税医療給
付費部分の均等割額（１人につき）が15,600円
から19,600円へ4,000円引き上げられます。
　これは、中間市国民健康保険事業の慢性
的な赤字解消と、低所得者層に対する減額
制度の維持を目的にしています。
　また、法改正により介護納付金部分の限
度額が９万円から10万円になります。
　市民のみなさんにはたいへんご迷惑をお
かけしますが、ご理解とご協力をお願いし
ます。

　中間市第４次総合計画の基本構想の理念
および都市づくりの目標の実現をめざして、
基本計画に位置づけられた施策の具体的な
実施方法などを定める「中間市第４次総合
計画の実施計画（平成21 ～ 23年度）」を策定
しました。この実施計画は、向こう３か年
に実施する主要な事業の年次計画や事業費

（投資的経費）などを明らかにしたものです。
　この実施計画は、市役所経営企画課およ
び中間市ホームページで閲覧できます。
○中間市ホームページ
　http://www.city.nakama.fukuoka.jp/

　中間市では、障害のある人が自分らしく
自立できる地域社会の実現をめざしていま
す。その一環として、オストメイト（人工ぼ
うこう、人工肛門造設者）の社会参加の促進
を図るため、市役
所本館１階の身体
障害者用トイレを
改修し、オストメ
イト対応トイレ設
備を設置しました
ので、ご利用くだ
さい。

●問合先　課税課☎（２４６）６２３８

中間市第４次総合計画の実施計画を策定

●問合先　介護保険課☎（２４６）６２８２

●問合先　経営企画課☎（２４６）６２３４

オストメイト対応トイレを設置しました

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
６
）
６
２
２
４

ふ
る
さ
と
み
ま
わ
り
隊
員
を
募
集
し
ま
す

　

中
間
市
で
は
、
青
少
年
の
犯
罪
抑
止

や
少
年
非
行
の
防
止
と
と
も
に
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
町

内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
だ
く
「
ふ

る
さ
と
み
ま
わ
り
隊
」
の
隊
員
を
募
集

し
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
み
ま
わ
り
隊
」
は
、
子

ど
も
た
ち
を
非
行
や
犯
罪
か
ら
守
る
た

め
、
地
域
を
歩
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
３
年
間
に
わ
た
る
み
ま

わ
り
隊
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
お
か
げ
で
、

市
内
の
犯
罪
発
生
件
数
は
大
き
く
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
な
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
ぜ
ひ
「
ふ
る
さ
と
み
ま

わ
り
隊
」
へ
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
活
動
期
間　

平
成
21
年
６
月
１
日
～

●
活
動
内
容　

居
住
地
域
の
巡
回（
昼
ま

た
は
夜
、
月
１
回
程
度
）

●
補
償
保
険　

応
募
者
は
全
員
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入
し
ま
す

●
応
募
方
法　

生
涯
学
習
課
に
備
え
付

け
の
登
録
用
紙
に
署
名
・
押
印
の
う

え
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い

●
応
募
期
限　

４
月
30
日
木

※
応
募
期
限
後
、
応
募
者
を
対
象
に
説

明
会
を
行
う
予
定
で
す
。

●
問
合
先　

環
境
保
全
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
５
）
５
３
０
０

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
ご
み
に
出
す
と
き
は
ガ
ス
を
抜
き
ま
し
ょ
う

　

２
月
28
日
の
午
後
１
時
ご
ろ
、
も
え

な
い
ご
み
の
収
集
中
に
収
集
車
の
火
災

事
故
が
起
き
ま
し
た
。
原
因
は
、
ス
プ

レ
ー
缶
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
か
ら
漏
れ

た
ガ
ス
が
収
集
車
の

中
に
溜
ま
り
、
発
火

し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
収
集
処
理

の
現
場
で
は
、
た
く

さ
ん
の
人
が
働
い
て

い
ま
す
。
大
事
故
や

災
害
が
起
き
な
い
た
め
に
も
、
ご
み
の

出
し
方
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
プ
レ
ー
缶
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ

　

必
ず
穴
を
開
け
て
中
の
ガ
ス
を
抜
き
、

「
ビ
ン
・
カ
ン
」
の
袋
で
出
し
て
く
だ

さ
い

●
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー　

　

使
い
切
っ
た
後
、
ガ
ス
が
出
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
、
も
え
る
ご
み
で
出

し
て
く
だ
さ
い

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
・
ス
ト
ー
ブ　

　

は
ず
み
で
着
火
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
、

ガ
ス
に
引
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
灯
油
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
電
池

を
必
ず
抜
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

出
す
と
き
は
、
必
ず
も
う
一
度
確
認

し
て
く
だ
さ
い

Information
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まち の
わ だ い

女性ネットなかま（代表 丸小野忍さん）は、男女共同参
画実現のために、女性の目で中間を見つめようと設立さ
れた女性団体などのネットワークです。設立 10 周年を
記念して、１月 23 日に開催された島田洋七講演会の収
益金の一部を、社会福祉事業に役立ててほしいと日本
赤十字中間市地区に寄付しました。

福祉に役立ててください
２月 27 日・女性ネットなかま寄附

多くのみなさんの協力により、約 10 年の歳月を経て完
成した「都市計画道路犬王古月線の筑豊本線アンダー
パス部分」の開通式が行われました。式には麻生渡福岡
県知事などが参加し、多くの人が注目する中、テープカ
ットや記念行事を　実施。式の最後には、参加したみ
なさんで開通した道路を歩いて渡りました。

念願の開通にみんなで祝った
３月 20 日・都市計画道路	犬王古月線開通式

市内の中学校４校で卒業証書授与式が行われ、今回は
中間北中学校を取材。一人ひとりが卒業証書を受け取
った後、卒業生代表の答辞では、黒田裕樹さんが「この
学校で学んだこと、思い出、出会いを大切にしていきま
す」と誓いました。最後に卒業生全員で卒業の歌、校歌
を歌うと、会場からはすすり泣く声が聞こえました。

３年間の思い出を胸に
３月 13 日・市内の４中学校で卒業式

このコーナーでは楽しいイベントや
地域の話題などをお届けします。
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地元町内会からの要望により、鳥森交差点に信号が設
置されました。

地域安全のために
３月 20 日・鳥森信号設置

火災が発生しやすい時期を迎え
るにあたり、「特別養護老人ホー
ム第２智美園」で火災防ぎょ訓練
が実施されました。付近住民によ
るバケツや消火器を使った消火訓
練、消防署員と消防団員による救
助・消火訓練など、参加者全員が
一つとなった訓練となりました。

木下幸子さんは、平成２年の中間
市婦人防火クラブ発足後から副隊
長を務め、４年からは隊長として
初期消火訓練などでは陣頭指揮を
とってきました。積極的な防災訓
練の参加などが、優良婦人消防隊
員として認められ、福岡県消防協
会から功績賞を受賞しました。

防災活動に尽力
木下幸子さん（中央一丁目）

一丸となって訓練
３月１日・火災防ぎょ訓練

なかま三世代ふれあいの会が平成16 年から行っている、
サケの稚魚の放流が今年も遠賀川河川敷で行われまし
た。明願寺幼稚園の園児約 30 人が「大きく育って戻っ
てきてね」と願いを込めながら稚魚を放流すると、稚魚
は元気に川を泳いでいきました。またこの場所で、成長
した姿を見せてくれるといいですね。

元気に育って帰ってきてね
３月９日・サケの稚魚放流

さくら保育園の３歳児、中間北小学校３年生、中間北中
学校２年生とボランティア団体総勢約 200 人が参加し、
体育文化センターから蓮花寺交差点までの曲川沿線を
清掃。参加した子どもから大人まで、地域が一つとなっ
て曲川の環境を守っていこうと、交流活動を図り、楽し
みながら清掃しました。

優しい気持ちで曲川をきれいに
３月 11 日・ほくほくクリーン作戦

Topics

熊谷要平さんが、中間市で開催さ
れた「ねんりんピックふくおか囲
碁大会」に尽力するなど、碁界発
展への功績が認められ、日本棋院
から普及功労賞を受賞。熊谷さん
は「子どもたちに囲碁の楽しさを
知ってもらい、青少年の健全育成
に努めたい」と話しました。

囲碁発展に努めました
熊谷要平さん（弥生一丁目）
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で
き
る
こ
と
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

第
４
回
「
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー

や
っ
ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ
イ
フ
２
０
０
９
」

　

昨
年
に
続
き
今
年
も
、
全
国
環
境

月
間
中
の
６
月
14
日
日
に
、「
や
っ

ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ
イ
フ
」
を
市
民
環
境

会
議
な
か
ま
の
環
境
を
良
く
す
る
会

主
催
で
実
施
し
ま
す
。

　

近
年
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

地
球
温
暖
化
は
、
増
加
す
る
二
酸
化

炭
素
が
一
つ
の
要
因
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
の
中
で
「
自
動
車
の
利
用
」
の

次
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る
「
家
庭
」

か
ら
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出（
当
市

で
は
約
２
割
）を
抑
え
よ
う
と
、
平

成
19
年
か
ら
始
め
た
環
境
啓
発
運
動

で
す
。

　

家
庭
で
省
エ
ネ
な
ど
実
践
し
た
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
項
目
に
丸
を
つ
け
、

目
安
と
し
て
ど
の
く
ら
い
二
酸
化
炭

素
の
量
を
減
ら
せ
る
の
か
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
目
的
で
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
る
と
い
う
エ
コ
ラ
イ

フ
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

　

エ
コ
ラ
イ
フ
当
日
に
使
う
シ
ー
ト

は
、
小
中
学
校
で
配
布
す
る
児
童
・

生
徒
さ
ん
用
と
一
般
用
の
２
種
類
あ

り
、
い
ず
れ
も
ご
家
族
で
の
参
加
が

可
能
で
す
。

　

５
、０
０
０
人
参
加
を
目
標
に
、

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
で
き
る

こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
、
エ
コ
ラ
イ

フ
を
継
続
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●問合先　環境保全課☎（２４６）６２６５

■
昨
年
の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て

　

家
族
参
加
が
多
く
、
学
校
の
先
生

に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
昨
年
の
取
り
組
み
結
果
と
比
べ

て
、
昨
年
は
次
の
よ
う
な
結
果
に
な

り
ま
し
た
。

●
参
加
・
協
賛
団
体　

11
団
体
増

●
一
般
参
加
者　

約
50
％
増

※
特
に
20
～
40
代
が
大
幅
増
。

●
参
加
家
族
数　

約
90
％
増

●
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
量　

約

30
％
増

　
■
や
っ
ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ
イ
フ

　

集
計
作
業
な
ど
の
協
力
者
を
募
集

　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
回
収
後
、
集
計

作
業
な
ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

人
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
会
事
務
局

の
環
境
保
全
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

　

定
額
給
付
金
の
給
付
に
関
連
し
て
、

「
Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
あ

る
現
金
自
動
預
払
機
）で
支
払
い
た
い
」

「
給
付
に
必
要
な
の
で
、
個
人
名
、
口
座

番
号
を
教
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
電
話

が
あ
っ
た
と
い
う
相
談
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
次
の
こ

と
を
十
分
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

●
市
役
所
や
総
務
省
が
定
額
給
付
金
の

受
け
取
り
の
た
め
に
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
を
指
示
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
数
料
な
ど
の
振
り

込
み
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他
人

か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん

●
定
額
給
付
金
に
関
し
て
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に

対
す
る
回
答
を
除
き
、
市
か
ら
ご
家

庭
に
電
話
を
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん

　

定
額
給
付
金
詐
欺
と
思
わ
れ
る
不
審

な
電
話
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
消
費
生
活

相
談
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
（
２
４
６
）
５
１
１
０

NO
悪
質
商
法

はばたけ！市民活動
～ちいさな力を集めて、まちづくり～

●問合先　市民協働課☎（２４６）２１８４

　「私たちの健康は、私たちの手で」をスローガンに、
食を通じた生涯における健康づくり活動を地域で推
進しているボランティア組織の団体です。食生活改
善推進員の養成講座を経て、食育アドバイザーとな
った私たちは、子どもからお年寄りまでを対象に、
保健センターでの親子料理教室や小学校での調理実
習の手伝いなどの食育活動をするとともに、地産地
消の推進と郷土料理の継承に取り組んでいます。み
なさんもぜひ一度参加してみませんか。

食生活改善推進会「緑の会」

平成20年度のもえるごみ搬入量は、対1�年
度比15％の減量が目標です。ごみの減量化・
資源化にご協力をお願いします。

20 年度 1� 年度 差（20年度－1�年度） 減量率

２　月 ���,��0㎏ �15,�20㎏ △ ��,��0㎏ �.�％

累　計 11,���,�20㎏ 12,�02,0�0㎏ △ 1,10�,�20㎏ �.�％

もえるごみ搬入量状況

第
２
回
市
民
環
境
講
座

　

世
代
間
を
越
え
た
環
境
問
題
に

つ
い
て
、
共
に
考
え
、
共
に
行
動

し
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　

５
月
14
日
木
・
午
後

１
時
30
分
～
３
時

●
場

所　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
テ
ー
マ　

廃
棄
物（
ご
み
）イ

ロ
ハ
と
私
た
ち
の
暮
ら
し

●
講

師　

○
中
垣
洋
さ
ん（
市
民
環
境
会
議

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

○
古
賀
敬
英（
環
境
保
全
課
）
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危
険
物
取
扱
者
試
験
と

受
験
準
備
講
習
会
を
開
催

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
日

時　

６
月
21
日
日
・
午

前
10
時
～

●
場

所　

九
州
共
立
大
学（
八

幡
西
区
自
由
ヶ
丘
）ほ
か
５
会
場

●
試
験
の
種
類
と
受
験
料

〇
甲
種
…
…
…
５
、０
０
０
円

〇
乙
種
全
類
…
３
、４
０
０
円

〇
丙
種
…
…
…
２
、７
０
０
円

●
申
込
方
法　

４
月
20
日
月
か
ら
５

月
１
日
金
の
消
印
ま
で
に（
財
）消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
に
願
書
を

郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
願
書
と
受
験
案
内
は
、
中
間
市

消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

　

受
験
準
備
講
習
会

●
日

時　

６
月
７
日
日
・
午

前
８
時
30
分
～

●
場

所　

中
間
市
消
防
署

※
テ
キ
ス
ト
・
問
題
集
は
実
費
で

配
付
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　

中
間
市
消
防
署
予

防
課
予
防
係

　

☎（
２
４
５
）０
９
０
１

男
女
共
同
参
画
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、「
男
女
共
同
参

画
審
議
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
の
審
議
会
に
広
く
市
民
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た

め
、
委
員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
委
員
の
任
期　

６
月
１
日
～
平

成
23
年
３
月
31
日

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
～

70
歳
の
人
で
、
男
女
共
同
参
画

に
関
心
が
あ
る
人

●
募
集
人
数　

３
人
程
度

※
委
員
総
数
は
、
学
識
経
験
者
な

ど
を
含
め
て
15
人
程
度
で
す
。

●
募
集
期
間　

４
月
20
日
月
～
５

月
15
日
金

●
応
募
方
法　

応
募
申
込
書
に
400

～
800
字
程
度
の
応
募
動
機
に
つ

い
て
の
作
文（
様
式
自
由
）を
添

え
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
申
込
書
は
、
人
権
の
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
案
内
、

東
部
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

※
応
募
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
、

メ
ー
ル
で
で
き
ま
す
が
、
持
参
の

場
合
は
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
き
ま
す
。

●
選
考
方
法　

応
募
申
込
書
と
応

募
動
機
に
つ
い
て
の
作
文
を
も

と
に
選
考
し
ま
す

※
選
考
結
果
は
、
後
日
全
員
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
応
募
・
問
合
先　

人
権
男
女
共

同
参
画
課
〔
〒
809
‐
０
０
１
４

蓮
花
寺
三
丁
目
１
‐
３
（
人
権

の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
内
）〕

　

☎
・
ＦＡＸ（
２
４
５
）３
５
１
１

○
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

jinkendanjyo@
city.nakam

a.
fukuoka.jp

防
火
管
理
点
検
資
格
者

講
習
を
開
催
し
ま
す

●
日

時　

５
月
27
日
水
～
28

日
木

●
場

所　

福
岡
市
民
防
災
セ

ン
タ
ー
（
福
岡
市
早
良
区
百
道

浜
一
丁
目
３
‐
３
）

●
定

員　

150
人

●
受
講
料　

２
２
、０
０
０
円

※
合
否
判
定
結
果
通
知
郵
送
料
80

円
が
別
途
必
要
で
す
。

●
申
込
期
間　

４
月
20
日
月
～
５

月
８
日
金

※
受
講
資
格
や
受
講
申
請
要
領
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
受
講
案
内
書
な
ど
は
財
団
法
人

日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.fesc.or.jp/

●
申
込
先　

財
団
法
人
福
岡
市

防
災
協
会（
〒
814
‐
０
０
０
１
福

岡
市
早
良
区
百
道
浜
一
丁
目
３

‐
３
）

●
問
合
先　

中
間
市
消
防
署

　

☎（
２
４
５
）０
９
０
１　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定

に
係
る
事
前
協
議
申
請
を
受
付

　

指
定
の
申
請
を
希
望
す
る
場
合

は
、
必
ず
事
前
協
議
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

中
間
市
内
で
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
開

設
を
予
定
し
て
い
る
法
人
格
を

有
し
た
事
業
者

●
申
請
を
受
け
付
け
る
事
業

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
介
護
予
防
含
む
）・
１
か
所

○
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
介
護
予
防
含
む
）・
２
か
所（
ユ

ニ
ッ
ト
の
み
）

●
受
付
期
間　

６
月
１
日
月
～
５

日
金
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

●
事
前
協
議
の
留
意
点

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
保

険
法
や
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め

る
人
員
基
準
、
設
備
基
準
、
運

営
基
準
、
そ
の
ほ
か
関
係
法
令

な
ど
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た

し
適
切
な
運
営
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
事
業
者
は
法
人
格
を
有

す
る
も
の
で（
個
人
で
は
で
き

ま
せ
ん
）、
代
表
者（
経
営
者
）

に
も
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
法
令
、
基
準
な
ど
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
合
先　

介
護
保
険
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
８
３

遠
賀
川
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り

　

期
間
中
、
鯉
の
ぼ
り
約
200
匹
が
、

遠
賀
川
河
川
敷
で
泳
ぎ
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
連
れ
で
遊
び
に
来
ま

せ
ん
か
。

●
掲
揚
期
間　

４
月
10
日
金
～
５

月
10
日
日

■
鯉
の
ぼ
り
提
供
の
お
願
い
■

　

な
か
ま
三
世
代
ふ
れ
あ
い
の
会

で
は
、
今
年
も
遠
賀
川
河
川
敷
に

鯉
の
ぼ
り
を
立
て

る
こ
と
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
お
子

さ
ん
お
孫
さ
ん
の

た
め
に
、
み
な
さ

ん
の
使
用
済
み
鯉

の
ぼ
り
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。
提
供
者
は
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し

た
用
紙
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
ち

ら
か
ら
取
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

●
問
合
先　

な
か
ま
三
世
代
ふ

れ
あ
い
の
会
杉
野
宅

　

☎（
２
４
５
）１
４
４
４

くらしの

情報
くらしの

情報
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訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

　

訪
問
看
護
を
行
う
た
め
に
必
要

な
基
本
的
知
識
・
技
術
を
習
得
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日

程　

６
月
上
旬
～
10
月

上
旬
の
間
で
32
日
間
程
度

●
会

場

○
講
義　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

　
（
福
岡
市
東
区
馬
出
四
丁
目
10
‐
１
）

○
実
習　

県
内
諸
施
設

●
受
講
資
格　

３
年
以
上
の
看
護

の
実
務
経
験
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
訪
問
看
護
に
従
事
し
よ
う
と

す
る
人
、
ま
た
は
訪
問
看
護
に

従
事
し
て
い
る
人

●
募
集
人
数　

50
人

●
受
講
料　

４
２
、０
０
０
円

　
（
資
料
代
を
含
む
）

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
90
円
切
手
を
貼

っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う

え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
福
岡
県
看
護
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.fukuoka-kango.

or.jp

●
申
込
締
切　

４
月
30
日
木

●
申
込
・
問
合
先　

社
団
法
人
福

岡
県
看
護
協
会（
〒
812
‐
０
０
５
４

福
岡
市
東
区
馬
出
四
丁
目
10
‐
１
）

　

☎
０
９
２（
６
３
１
）１
２
２
１

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を

募
集
し
ま
す

●
募
集
種
目　

一
般
・
技
術
幹
部

候
補
生
、
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部

候
補
生

●
応
募
資
格

○
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
…

　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

※
22
歳
未
満
は
大
卒
者（
見
込
み

を
含
む
）。

※
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者（
見

込
み
を
含
む
）は
28
歳
未
満
。

○
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
…

　

専
門
の
大
卒
者（
見
込
み
を
含
む
）

で
、
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人

※
薬
剤
科
は
26
歳
未
満
。

※
専
門
の
大
学
院
修
士
課
程
修
了

者（
見
込
み
を
含
む
）は
28
歳
未
満
。

●
受
付
期
限　

５
月
12
日
火

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

芦
屋
地
域
事
務
所

　

☎（
２
２
３
）０
９
８
１

野
生
の
サ
ル
に
ご
注
意

　

３
月
17
日
、
土
手
ノ
内
一
丁
目

地
区
で
、
中
型
の
野
生
サ
ル
が
１

頭
出
没
し
、
庭
先
の
果
樹
な
ど
に

被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
サ
ル
の
行
動
範
囲
が
広

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

サ
ル
を
見
か
け
て
も
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
、
エ
サ
な
ど
は
絶
対
に

与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

サ
ル
を
見
か
け
た
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

産
業
振
興
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
３
５

○
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

　

☎（
２
４
４
）１
１
１
１

鯉
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

　

親
子
で
鯉
の
ぼ
り
づ
く
り
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
く
る
り
広
場
で

遊
び
な
が
ら
の
制
作
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

４
月
27
日
月
・
午

前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

●
場

所　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

●
参
加
対
象　

２
歳
以
上
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
料　

無
料

※
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

●
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

　

☎（
２
４
５
）５
５
５
７

平
成
21
年
度

戦
没
者
追
悼
式

　

戦
没
者
の
み
な
さ
ん
に
追
悼
の

誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式

の
参
列
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式

●
期

日　

８
月
15
日
土

●
会

場　

県
立
福
岡
武
道
館

　
（
福
岡
市
中
央
区
大
濠
一
丁
目

１
‐
１
）

●
募
集
人
数　

900
人

●
参
加
資
格　

福
岡
県
出
身
の
戦

没
者
お
よ
び
一
般
戦
災
死
没
者

の
配
偶
者
、
三
親
等
以
内
の
血

族
お
よ
び
二
親
等
の
姻
族
で
福

岡
県
に
居
住
し
て
い
る
人

●
参
加
料　

無
料

※
会
場
ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

※
参
列
遺
族
者
全
員
の
献
花
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
締
切　

６
月
15
日
月

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式

●
期

日　

８
月
14
日
金
～
15

日
土

●
会

場　

日
本
武
道
館

　
（
東
京
都
千
代
田
区
北
の
丸
公

園
２
‐
３
）

●
募
集
人
数　

97
人

●
参
加
資
格

○
戦
没
者
お
よ
び
一
般
戦
災
死
没

者
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
兄

弟
姉
妹
、
孫
、
お
よ
び
子
・
兄

弟
姉
妹
の
配
偶
者
で
福
岡
県
に

居
住
し
て
い
る
人

○
過
去
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

○
全
行
程
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
体

力
が
あ
り
、
団
体
行
動
が
と
れ

る
人

●
参
加
料　

無
料

※
会
場
ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

※
旅
費
の
一
部
補
助
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
締
切　

５
月
29
日
金

　

い
ず
れ
も

●
申
込
・
問
合
先　

市
民
協
働
課

　

☎（
２
４
６
）２
０
１
７

有
料
広
告
欄

４月の祝日に伴うごみの振替日
　もえるごみの収集が４月29日の
第５水曜日になっている地区は、
収集しません。

４月の祝日 もえるごみ

４月2�日水昭和の日 ×

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００
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高
年
齢
者
の

人
材
活
用
シ
ス
テ
ム

　

北
九
州
高
齢
者
能
力
活
用
セ
ン

タ
ー
は
、
豊
富
な
キ
ャ
リ
ア
を
持

つ
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
就
業

の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
厚
生
労
働
省
・
地
方
自
治
体
・

地
元
経
済
界
の
支
援
を
得
て
設
立

さ
れ
た
公
益
法
人
で
す
。

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
で
、
長

い
会
社
生
活
な
ど
で
得
た
豊
富
な
経

験
、
知
識
、
技
能
を
い
か
し
た
い
と

考
え
て
い
る
人
は
こ
の
機
会
に
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

●
仕
事
内
容

○
サ
ー
ビ
ス
分
野
…
ス
ー
パ
ー
や

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
接
客
な
ど

○
事
務
分
野
…
総
務
、
経
理
な
ど

○
管
理
分
野
…
資
材
荷
受
・
出
荷
、

倉
庫
管
理
、
ビ
ル
管
理
な
ど

○
技
術
分
野
…
顧
客
の
送
迎
、
商

品
の
配
送
な
ど

○
一
般
作
業
…
清
掃
、
検
査
な
ど

●
問
合
先　

北
九
州
高
齢
者
能

力
活
用
セ
ン
タ
ー

　

☎（
８
８
１
）６
６
９
９

暴
力
被
害
集
中
相
談

　

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害

者
の
早
期
救
済
を
目
的
に
、
警
察
、

弁
護
士
会
、
福
岡
県
暴
追
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
連
携
し
て
、
面
接
、
電
話
に

よ
る
集
中
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
日

時　

４
月
18
日
土
・
午

前
10
時
～
午
後
４
時

●
場

所　

北
九
州
市
民
事
暴

力
相
談
セ
ン
タ
ー
（
北
九
州
市

役
所
２
階
）

●
相
談
電
話
番
号

　

☎（
５
８
２
）２
１
４
０

●
問
合
先　

財
団
法
人
福
岡
県

暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
６
５
１
）８
９
３
８

み
ん
な
で
さ
さ
え
よ
う

高
齢
社
会
無
料
介
護
講
座

　

よ
か
よ
か
介
護
１
日
コ
ー
ス

●
開
催
日
・
内
容　

４
月
22
日
水
、

６
月
11
日
木
・
高
齢
者
疑
似
体

験
な
ど

●
時

間　

午
前
９
時
50
分
～

　

午
後
３
時
30
分

　

よ
か
よ
か
体
験
１
日
コ
ー
ス

●
開
催
日
・
内
容

○
５
月
17
日
日
・
音
楽
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

○
６
月
24
日
水
・
介
護
予
防
運
動（
太

極
拳
・
失
禁
予
防
体
操
な
ど
）

●
時

間　

午
前
９
時
50
分
～

　

午
後
３
時

　

や
っ
ち
ゃ
れ
介
護
実
践
コ
ー
ス

●
開
催
日
・
内
容（
全
５
日
間
）

〇
５
月
15
日
金
…
高
齢
者
の
病
気
と

認
知
症
の
基
礎
知
識

〇
５
月
29
日
金
…
移
動
介
助
の
方
法

〇
６
月
12
日
金
…
日
常
生
活
で
の
介
護

〇
６
月
26
日
金
…
身
辺
衛
生
と
排
泄

○
７
月
10
日
金
…
食
事
と
健
康

●
時

間　

午
前
９
時
50
分
～

　

午
後
３
時
30
分

　

特
別
コ
ー
ス

●
開
催
日
・
内
容　

７
月
16
日
木
・

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修

●
時

間　

午
前
９
時
50
分
～

　

午
後
４
時

　

い
ず
れ
も

●
受
講
料　

無
料

●
定

員　

各
24
人（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
地
域

介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
４
）４
７
４
７

有
料
広
告
欄

◆契約料金
　１契約につき
　一口30,000円×3ヵ月＝
　　　　　　　　90,000円

※１契約は最低３ヵ月からとなります。

◆契約料金
　１契約につき
　一口30,000円×3ヵ月＝
　　　　　　　　90,000円

※１契約は最低３ヵ月からとなります。

広報なかまでは、
事業所の有料広告を募集しています。
広報紙で会社をＰＲしてみませんか。

広報なかまに
有料広告を掲載しませんか？
広報なかまに
有料広告を掲載しませんか？

■問合先
中間市役所　総務課広報広聴係
〒809‐8501
福岡県中間市中間一丁目１‐１
☎ 093（246）6271・ ℻ 093（245）5598
mail: koho@city.nakama.fukuoka.jp

６か月以上のご契約の場合、契約料金の割引があります

中間
市内

全戸
配布

◆�

有
料
広
告
掲
載
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

　

�

総
務
課
広
報
広
聴
係
☎
（
２
４
６
）
６
２
７
１

〇日時…５月９日土、15日金、28日木・午
後３時～５時（前日まで窓口で予約受付・受
付時間は月曜日～金曜日の午前９時～午後
５時・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会☎（２４４）１２３０

〇日時…５月13日水・午前10時～午後４時
（受付は午後３時まで）
●問合先　市民協働課☎（２４６）２０１７

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
〇日時…５月９日土、22日金・午後３時～
５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

〇日時…毎月第１～４火曜日・午後１時～
２時…介護保険課（市役所１階）、午後２時
30分～４時…ハピネスなかま
●問合先　介護保険課☎（２４６）６２８２

悪質商法などでお悩みのときはご相談ください。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時
●問合先　消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）など
児童に関する相談をお受けします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時
●問合先　こども育成課☎（２４６）３５１５

未成年者の非行などに関する相談はこちら。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

あなたが納得のいく生き方ができるようお
手伝いします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時
●問合先　人権男女共同参画課☎（２４５）７８０１

〜気軽にご利用ください〜

無料相談コーナー

補聴器相談
■場所�介護保険課・ハピネスなかま

消費者相談
■場所�産業振興課（市役所別館2階）

家庭児童相談
■場所�家庭児童相談係（市役所 �階）

悩み・いじめ・教育相談
■場所�少年相談センター（働く婦人の家）

行政相談
■場所�ハピネスなかま

県巡回交通事故相談
■場所�ハピネスなかま

心配ごと相談
■場所�ハピネスなかま

女性のための悩みごと相談
■場所�人権男女共同参画課（人権のまちづくりセンター）
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■
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を

実
施
し
ま
す

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
生
活
習
慣
病
を
早
期
発

見
し
、
適
切
に
医
療
に
つ
な
げ
て
重

症
化
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

被
保
険
者
全
員
と
４
月
に
75
歳
に

な
る
人
に
は
、
４
月
20
日
か
ら
受
診

票
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　

健
診
の
対
象
と
な
る
人
は
、
受
診

票
に
同
封
す
る
実
施
機
関
一
覧
表
の

中
か
ら
受
け
た
い
医
療
機
関
な
ど
を

選
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
以
降
に
75
歳
に
な
る
人
に

は
、
誕
生
月
の
10
日
前
後
に
受
診
票

を
発
送
し
ま
す
の
で
、
誕
生
日
以
降

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
診
対
象
者

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
で
、
次
の
項
目
に
該
当
し
な
い
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
現
在
、
生
活
習
慣
病
の
治
療
中
で
、

医
学
的
管
理
の
一
環
と
し
て
主
治

医
か
ら
必
要
な
検
査
や
投
薬
を
受

け
て
い
る
人

②
施
設
に
入
所
ま
た
は
入
居
し
て

い
る
人（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養

型
医
療
施
設
お
よ
び
特
定
施
設
の

指
定
を
受
け
た
有
料
・
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
）

③
病
院
な
ど
に
６
か
月
以
上
継
続
し

て
入
院
し
て
い
る
人

④
同
一
年
度
内
に
、
す
で
に
特
定
健

診
や
職
場
の
定
期
健
康
診
断
を
受

け
た
人

●
受
診
場
所

　

受
診
票
に
同
封
す
る
実
施
機
関
一
覧

表
の
中
か
ら
受
け
た
い
医
療
機
関
な

ど
を
選
び
、
電
話
で
予
約
を
し
て
受

診
し
て
く
だ
さ
い

●
必
要
な
も
の

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
・
受

診
票
・
自
己
負
担
金（
１
人
500
円
）

●
受
診
期
間

　

平
成
21
年
４
月
20
日
～
平
成
22
年
３

月
31
日

●
健
診
内
容

　

問
診
・
診
察
・
身
体
計
測（
身
長
・

体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）・
血
圧
測
定
・
血

液
検
査（
中
性
脂
肪
・
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
・
肝
機
能
・
空
腹
時
血
糖
）・

尿
検
査

●
問
合
先

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

お
問
い
合
せ
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
６
５
１
）３
１
１
１

※
本
年
度
中
に
75
歳
に
な
る
人
で
、

誕
生
日
の
前
に
健
康
診
査
を
受
け
た

い
人
は
、
特
定
健
康
診
査
が
受
診
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
現
在
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険（
国
民
健
康
保
険
お

よ
び
被
用
者
保
険
な
ど
）へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法
は

　

保
険
料
は
原
則
と
し
て
年
金
天
引

き（
特
別
徴
収
）で
す
が
、
年
金
の
額

長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

1�
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な
ど
に
よ
っ
て
は
、
納
付
書
や
口
座

振
替
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
天
引
き
の
対
象
と
な

る
人
も
、
口
座
振
替
へ
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
の
方
法
な
ど
は
健
康
増
進

課
国
保
医
療
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
年
金
天
引
き
が
中
止
さ
れ
る
ま
で

に
２
か
月
ほ
ど
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

※
口
座
か
ら
の
振
替
不
能（
未
納
）が

一
定
期
間
続
く
場
合
は
、
年
金
天
引

き
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す

　

世
帯
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の

人
、
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度

加
入
日
の
前
日
に
お
い
て
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
保

険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
20
年
度
の
７
割
軽
減
は
、
国

の
見
直
し
方
針
に
基
づ
き
、
８
・
５

割
に
拡
大
し
た
も
の
で
す
。

 

し
た
が
っ
て
、
平
成
21
年
度
は
、

仮
に
前
年
中
の
所
得
状
況
と
変
動
が

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
９
割
軽
減

と
な
る
人
と
７
割
軽
減
と
な
る
人
が

い
ま
す
。

注
１　

軽
減
対
象
所
得
金
額
と
は
、
基

本
的
に
総
所
得
金
額
な
ど
と
同
じ
で

す
が
、
公
的
年
金
等
収
入
の
場
合
、

｢

公
的
年
金
等
収
入　

公
的
年
金
等

控
除　

15
万
円｣

と
な
る
な
ど
、
例

外
が
あ
り
ま
す
。

●
所
得
割
の
軽
減

　

公
的
年
金
収
入
額
が
211
万
円
ま
で
の

人
な
ど
、
平
成
20
年
中
の
総
所
得

金
額
な
ど
が 

91
万
円
以
下
の
人
は
、

平
成
20
年
度
と
同
様
に
、
所
得
割
額

が
50
％
軽
減
さ
れ
ま
す

●
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度
加
入

日
の
前
日
に
被
用
者
保
険
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
の
保
険
料
軽
減

　

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度
加
入

日
か
ら
、
２
年
間
は
保
険
料｢

所
得

割｣

の
負
担
は
な
く
、
平
成
21
年
度
は

｢

均
等
割（
年
額
５
０
、９
３
５
円
）｣

が

９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
10
月
か
ら
保
険
料
を

お
支
払
い（
年
額
２
、５
４
０
円
）し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

21
年
度
は
４
月
か
ら
の
お
支
払
い
と

な
る
た
め
、
年
額
５
、０
９
０
円
の

お
支
払
い
額
と
な
り
ま
す

※
被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康
保

険
協
会
管
掌
保
険
、
組
合
管
掌
健
康

保
険
、
船
員
保
険
、
共
済
組
合
を
さ

し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険

組
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

均等割額の
軽減割合

軽減後の均等割額
（年額）

同一世帯内の被保険者および世帯主の軽減
対象所得金額（注１）の合計額

９割軽減 　　　5,0�� 円 「��万円（基礎控除額）」以下で、「被保険者全員が
年金収入�0万円以下（そのほか各所得がない）」

７割軽減 15,2�0 円 「��万円（基礎控除額）」以下

５割軽減 25,��� 円 「��万円（基礎控除額）＋2�.5万円×被保険者（世
帯主を除く）数」以下

２割軽減 �0,��� 円 「��万円（基礎控除額）＋�5万円×被保険者数」以下

均等割額の軽減

○福岡県後期高齢者医療広域連合センター
　☎０９２（６５１）３１１１
　ＦＡＸ０９２（６５１）３９０１
※受付時間は午前８時 30 分～午後５時
30 分、土曜・日曜日、祝日を除く。
○健康増進課国保医療係
　☎（２４６）６２４６

お問い合わせは

15 ● Nakama City Public Relations
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す
く
す
く
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

　

つ
い
つ
い
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て

し
ま
い
が
ち
な
あ
か
ち
ゃ
ん
と
お

母
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
外
に
出
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

子
育
て
中

の
お
母
さ
ん

同
士
で
話
し

た
り
、
ほ
か

の
あ
か
ち
ゃ

ん
に
触
れ
合

っ
た
り
す
る

こ
と
で
気
分

転
換
に
な
り
ま
す
よ
。

　
「
友
だ
ち
が
欲
し
い
」「
育
児
で

悩
ん
で
い
る
」「
発
育
が
気
に
な
る
」

「
育
児
に
自
信
が
持
て
な
い
」「
育

児
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
た
い
」

な
ど
で
お
悩
み
の
お
母
さ
ん
は
ぜ

ひ
一
度
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　

４
月
14
日
火

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

10
時

※
終
了
時
間
は
午
前
11
時
30
分
。

●
対

象　

１
歳
未
満
の
乳
児

●
内

容　

保
育
士
に
よ
る
歌

遊
び
や
親
子
遊
び
、
栄
養
士
に

よ
る
離
乳
食
や
栄
養
相
談
、
保

健
師
・
助
産
師
に
よ
る
育
児
相

談
や
身
体
測
定

■
す
く
す
く
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場
開

放
日
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
の
和
室
を

解
放
し
て
、
お
母
さ
ん
同
士
が
自

由
に
話
せ
る
す
く
す
く
あ
か
ち
ゃ

ん
広
場（
開
放
日
）を
月
に
１
回
行

っ
て
い
ま
す
。

●
日

時　

４
月
28
日
火
・
午

前
10
時
～
正
午

両
親
学
級
と
母
親
学
級

　

妊
娠
中
を
健
康
に
過
ご
し
、
元

気
な
あ
か
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る

た
め
に
、
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
２
人
目
以
降
の
妊
娠
中
の

人
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

両
親
学
級
は
夫
婦
で
の
参
加
が

難
し
い
場
合
、
ご
家
族
や
お
友
だ

ち
と
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

両
親
学
級

●
日

時　

４
月
19
日
日
・
午

前
10
時
～
正
午

※
受
付
は
９
時
30
分
～
。

●
テ
ー
マ　

妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
に
つ
い
て
考
え
よ
う

●
内

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
実
習
、

栄
養
の
話（
試
食
有
り
）

※
簡
単
な
運
動
が
あ
り
ま
す
の

で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

母
親
学
級

●
日

時　

４
月
14
日
火
・
午

後
３
時
～
４
時

●
テ
ー
マ　

妊
娠
中
の
過
ご
し

方
と
お
産
の
経
過

　

耳
鼻
咽
喉
科
や
頭
頸
部
外
科

で
扱
う
悪
性
腫
瘍（
癌
）は
、
上

じ
ょ
う

顎が
く

癌
、
鼻び

く
う腔
癌
、
口こ

う
く
う腔
癌（
舌ぜ

つ

癌

な
ど
）、
上
・
中
・
下
咽い

ん
と
う頭
癌
、

喉こ
う
と
う頭
癌
、
唾
液
腺
癌（
耳じ

か

せ

ん

下
腺
癌

や
顎が

く
か
せ
ん

下
腺
癌
な
ど
）、
甲
状
腺
癌

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
鎖
骨
よ
り
上
の
、

脳
と
眼
を
除
い
た
全
て
の
範
囲

の
癌
が
対
象
と
な
る
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
癌
は
中
高
年
の
男

性
に
発
生
す
る
場
合
が
多
く
、

喫
煙
や
多
量
の
飲
酒
が
危
険
因

子
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
喉
頭
癌
の
発
生
率
は
喫

煙
に
よ
っ
て
20
倍
に
も
跳
ね
上

が
り
ま
す
。

　

頭
頸
部
癌
の
予
防
に
は
こ
う

し
た
危
険
因
子
、
特
に
禁
煙
に

関
す
る
啓
蒙
が
必
要
で
す
。

　

癌
の
治
療
に
は
、
手
術
、
放

射
線
、
抗
癌
剤
が
あ
り
、
こ
れ

ら
を
単
独
あ
る
い
は
組
み
合
わ

せ
で
用
い
る
こ
と
か
ら
集
学
的

治
療
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
小
規
模
な
病
院

で
は
治
療
が
困
難
で
あ
り
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
や
設
備
の
揃
っ
た

医
学
部
付
属
の
大
学
病
院
や
大

き
な
総
合
病
院
で
の
治
療
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
の
人
か
ら
見
た
耳
鼻
咽

喉
科
医
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
耳
や

鼻
、
の
ど
を
診
る
医
者
と
思
わ

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

大
き
な
病
院
の
耳
鼻
咽
喉
科
医

は
、
実
際
は
取
り
扱
う
範
囲
が

ず
っ
と
広
く
治
療
も
大
が
か
り

と
な
り
、
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸

部
外
科
と
い
う
名
称
を
掲
げ
る

病
院
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

頭
頸
部
癌
の
治
療
で
は
、「
呼

吸
す
る
」「
食
べ
る
」「
話
す
」

と
い
う
重
要
な
機
能
を
可
能
な

限
り
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

早
期
の
癌
は
放
射
線
と
抗
癌

剤
だ
け
で
治
せ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
進
行
癌
で
は
大
き
な

手
術
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
多

く
な
り
ま
す
。

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
肝

要
で
す
の
で
、
気
に
な
る
症
状

が
あ
る
人
は
早
め
に
耳
鼻
咽
喉

科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

耳
鼻
科
領
域
の
病
気
は
、
中
間

市
立
病
院
だ
よ
り
春
号（
第
16

号
）に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 産業医科大学耳鼻咽喉科

鈴木　秀明�医師

健康ファミリー
保健センターだより

保健センター☎（２４６）１６１１

前列左から
吉浦紀子さん・慶音ちゃん、濱司志歩さん・
雄斗ちゃん、南條由美さん・史温ちゃん
後列左から
松本梨奈子さん・帆未ちゃん、高地希さん・
凛ちゃん、西園夕子さん・奈々ちゃん

　すくすくあかちゃん広場に参加すれば、
育児で同じ悩みを持つお母さんや、すて
きな友だちと出会えるかもしれません。
みんなで仲良く、楽しく育児をしましょう。
　今回は、３月 10 日のすくすくあかちゃ
ん広場に参加した親子をご紹介します。

育児がんばってます

中間市立病院
☎（２４５）０９８１
中間市蓮花寺三丁目１‐７

■今回の講師■

医療講座
知って得する

№
Medical Lecture

耳鼻科領域の
病気

20
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今
、
み
な
さ
ん
の
周
り
で
い
じ

め
を
し
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
。
ま
た
い
じ
め
に
あ
っ
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

そ
も
そ
も
、
い
じ
め
と
は
何
だ

と
思
い
ま
す
か
。
僕
は
最
初
の
一

言
で
い
じ
め
と
決
ま
る
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、「
バ
カ
」「
死
ね
」

な
ど
相
手
に
た
い
し
て
言
い
放
っ

た
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
い
じ
め
を
何
度
も
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
少
し
き
に
く
わ
な
い

か
ら
そ
の
人
の
こ
と
を
無
視
し
た

り
、相
手
に
向
か
っ
て「
バ
カ
」「
キ

モ
イ
」
な
ど
言
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
友
だ
ち
が
い
じ
め
て
い

る
の
を
見
て
僕
も
加
わ
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
い
じ
め
ら
れ
て
る

人
を
見
て
も
「
や
め
ろ
」
と
口
に

出
せ
な
く
て
見
て
な
い
ふ
り
も
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
じ
め
を

受
け
た
人
の
心
は
ず
た
ず
た
と
傷

つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

い
じ
め
を
し
て
い
る
人
は
「
い

じ
め
を
さ
れ
る
人
が
悪
い
」
と
言

い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
全
く
違

っ
て
い
ま
す
。
い
じ
め
を
受
け
る

人
に
悪
い
理
由
は
何
も
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

僕
は
弱
い
人
に
対
し
て
何
か
気

に
く
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
つ

い
つ
い
手
を
だ
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
手
を
だ
し
た
自

分
が
弱
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
じ
め
も
同
様
、
い
じ
め
を
し

て
い
る
人
の
心
は
と
っ
て
も
弱
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
を
し
て
い
る
人

は
暗
く
さ
び
し
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

人
権
と
は
、
人
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
も
っ
て
い
る
権
利
の
こ
と
で
す
。

　

で
も
、
こ
の
人
権
が
い
じ
め
に

よ
っ
て
う
ば
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
僕
は
テ
レ
ビ
で
い
じ
め
が

原
因
で
自
殺
し
た
と
い
う
の
を
聞

い
て
体
が
ヒ
ヤ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

な
ぜ
な
ら
、
僕
の
周
り
で
も
、

イ
ジ
メ
を
受
け
て
い
る
人
が
い
た

か
ら
で
す
。
僕
は
そ
の
と
き
に
絶

対
に
イ
ジ
メ
は
ダ
メ
だ
と
思
い
、

い
じ
め
を
し
て
い
る
人
に
注
意
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
注
意
し
よ
う

と
思
っ
て
も
な
か
な
か
言
い
出
せ

な
く
な
り
、
結
局
注
意
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

注
意
で
き
な
か
っ
た
の
は
今
の

友
だ
ち
関
係
を
壊
し
た
く
な
か
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
そ
れ
は
本
当
の
友
だ
ち

だ
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
の
友
だ
ち
と
は
、
大
変
な
と

き
に
は
協
力
し
合
っ
て
、
ダ
メ
な

こ
と
は
ダ
メ
と
言
え
て
成
り
立
つ

と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
イ
ジ
メ
も
減
り

友
だ
ち
関
係
が
よ
り
い
っ
そ
う
良

く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
僕
は
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
を
見
つ
け
た
ら
自
ら
注
意

を
し
た
い
で
す
。

　

イ
ジ
メ
は
人
間
が
二
人
以
上
、

存
在
す
る
限
り
な
く
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
イ
ジ
メ
を
減
ら
す
こ

と
は
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
僕
た

ち
の
一
言
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一

言
で
き
っ
と
イ
ジ
メ
は
減
り
ま
す
。

「本当の友だち」
坂口　翔吾さん
（中間北中学校３年）

平成 20 年度小・中学校人権作文から

子どもたちの
瞳に映るもの

人権問題シリーズ

見つけたら　止めてあげれる　その勇気
 　　中間北中学校２年 八波　美佳さん
争いは　人の心を　きずつける
 　　中間東中学校１年 湯浅ちひろさん
育てよう　みんなをつつむ　仲間の輪
 　　中間南中学校１年 岩永　咲笑さん

人 　 権 　 標 　 語

　

多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期
の

子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
幼
児

教
育
期
の
２
人
目
以
降
の
子
ど
も

一
人
あ
た
り
３
６
、０
０
０
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
者

　

平
成
21
年
２
月
１
日
現
在
、

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
平
成
20
年
度
に
小
学

校
就
学
前
３
年
間（
平
成
14
年

４
月
２
日
～
17
年
４
月
１
日

に
出
生
し
た
子
ど
も
）に
該
当

す
る
２
人
目
以
降
の
子
ど
も

●
申
請
者

　

対
象
者
と
同
居
し
て
い
る
世

帯
の
世
帯
主

●
支
給
額

　

対
象
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き

３
６
、０
０
０
円

●
支
給
方
法

　

原
則
と
し
て
口
座
振
替

●
申
請
期
限

　

平
成
21
年
10
月
１
日
木

　

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
住
民

基
本
台
帳
上
で
確
認
で
き
な
い
世

帯（
学
校
の
寮
な
ど
の
別
住
所
に

い
る
場
合
な
ど
）へ
は
申
請
書
を

送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
該
当
す

る
か
ご
不
明
な
場
合
は
、
こ
ど
も

育
成
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

世帯主

世帯にいる子ども

対象となる子ども

平成２年４月２日～17年４月１日
生まれの子ども

Ａさんへの子育て応援特別手当

■子育て応援特別手当の計算例■

3.6 万円×２人＝7.2 万円

平成14年４月２日～17年
４月１日生まれの子ども

平成17年４月
２日以降に生
まれの子ども

１人目Ａさん ２人目 ３人目 ４人目

Ａさん
世帯

対象となる子ども

Ｂさんへの子育て応援特別手当 3.6 万円×１人＝3.6 万円

世帯主

世帯にいる子ども
平成２年４月２日～17年４月１日
生まれの子ども

平成14年４月２日～17年
４月１日生まれの子ども

平成17年４月
２日以降に生
まれの子ども

１人目 ２人目 ３人目

Ｂさん
世帯

Ｂさん

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
家
庭
の
生
活
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

幼
児
教
育
期
の
2
人
目
の
子
ど
も
か
ら
手
当
を
支
給
し
ま
す

■問合先　こども育成課 ☎（２４６）６２４８
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お便りコーナー
VOICE
the people

of
あなたの声を送っちゃらんね！

このコーナーでは、市民のみなさんからお寄せいただいた質問や意見、提案などを掲載しています

■お便りコーナー■

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
は
分
別
す
る
と
以
外
に
多

く
、
隔
週
で
は
な
く
、
週
に
一

回
は
収
集
し
て
も
ら
わ
な
い
と

間
に
合
わ
な
い
状
態
で
す
。
早

急
に
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
�5
歳
・
女
性
）

問
中
間
市
の
ご
み
は
、
遠
賀
・

中
間
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
で
共
同
処
理
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
と
も
え
な
い
ご
み
は
、
有
料
指

定
袋
で
の
収
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

収
集
回
数
の
増
は
、
現
在
、
ご
み

の
収
集
が
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま

で
す
べ
て
の
日
程
で
計
画
収
集
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
に
収
集

日
を
設
定
す
る
こ
と
が
た
い
へ
ん

難
し
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
新
た
な
資
源
物

の
回
収
を
新
規
で
始
め
よ
う
と
す

る
場
合
も
同
様
で
す
。

　

現
在
中
間
市
で
は
、
古
紙
や
空

き
缶
な
ど
を
資
源
化
す
る
目
的
で

登
録
団
体
に
資
源
回
収
団
体
奨
励

補
助
金
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
各

地
区
町
内
会（
公
民
館
や
子
ど
も
会

な
ど
）で
の
資
源
回
収
活
動（
廃
品

回
収
）で
の
対
応
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

各
地
区
の
資
源
回
収
団
体（
各
町

内
会
の
廃
品
回
収
活
動
）で
回
収
し

て
い
る
物
は
、
古
布
、
紙
パ
ッ
ク
、

古
紙
・
雑
紙
、
新
聞
・
雑
誌
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
・
ス
チ
ー
ル
缶
、

一
升
瓶
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

各
地
区
の
回
収
団
体
に
よ
っ
て

収
集
し
て
い
る
資
源
物
や
回
収
日

程
・
回
数
な
ど
は
、
異
な
り
ま
す

の
で
、
お
住
ま
い
の
町
内
会
な
ど

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に

は
、
よ
り
分
別
の
徹
底
と
回
収
量

を
増
や
す
た
め
に
有
料
指
定
袋
で

の
回
収
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

資
源
回
収
品
目
の
中
に
は
入
っ
て

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
引
越
し
な
ど

で
急
き
ょ
出
て
く
る
資
源
ご
み
は
、

市
内
全
体
で
対
応
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
今
後
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
問
合
先　

環
境
保
全
課

　

☎（
２
４
５
）５
３
０
０

答

「
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
」
を
開

放
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
、
開
放
し
て
い
ま
し
た
が
、

走
っ
た
り
、
騒
い
だ
り
す
る
子
ど

も
た
ち
が
多
か
っ
た
た
め
、
閉
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
が
マ
ナ

ー
を
守
る
よ
う
指
導
し
な
が
ら
開

放
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
の
南

側
に
屋
外
の
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
を

作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
天
気

の
良
い
日
に
は
、
こ
ち
ら
も
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
問
合
先　

市
民
図
書
館

　

☎（
２
４
５
）４
６
６
４

市
民
図
書
館
を
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
本
な
ど

　
　
　

た
く
さ
ん
あ
っ
て
よ
い
の
で
す
が
、
子
ど
も
が
ゆ
っ
く
り

　
　
　

本
を
読
め
る
場
所
が
あ
っ
た
ら
良
い
の
に
。��������������

（
母
）

答 問
警
察
署
の
設
置
は
、
福
岡

県
の
所
管
で
あ
り
、
機
会

あ
る
ご
と
に
、
福
岡
県
警
察
に
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
。

　

県
警
察
か
ら
の
回
答
は
、「
警
察

官
の
定
数
な
ど
予
算
の
関
係
や
折

尾
警
察
署
の
管
轄
地
域
の
こ
と
も

あ
り
、現
在
の
と
こ
ろ
設
置
は
困
難
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
今
後
も
警

察
署
設
置
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

中
間
市
の
防
犯
対
策
の
現
状
は
、

常
に
警
察
署
と
の
連
携
を
密
に
し
、

中
間
交
番
や
東
中
間
交
番
の
有
効

活
用
、
更
に
折
尾
警
察
署
に
よ
る

市
内
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
防
犯
活
動
と
し

て
、
中
間
市
防
犯
協
会
、
子
ど
も

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ふ
る
さ
と
み

ま
わ
り
隊（
約
650
人
）、
通
学
安
全

協
力
員（
約
430
人
）な
ど
自
主
防
犯

組
織
の
み
な
さ
ん
に
、
地
域
の
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
、
他
市
町

村
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き

て
い
ま
す
。

●
問
合
先　

市
民
協
働
課

　

☎（
２
４
６
）２
０
１
７

　
　
　

警
察
署
を
設
置
し
て

　
　
　

市
民
に
安
心
を
与
え
て
ほ
し
い
。����������������

（
��
歳
・
男
性
）

答 問
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こんなまちに住みたい、
あんなまちにして欲しい。
みなさんの声が、たくさん届きました ――。

■Voice�of�the�people ■

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
は
少
子
高
齢
化
の
進

行
、
国
際
化
、
情
報
化
の
進
展
な

ど
、
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
行
政
に
対
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

は
ま
す
ま
す
複
雑
化
・
多
様
化
し

て
い
ま
す
。

　

行
政
が
住
民
ニ
ー
ズ
に
適
応
し

た
自
治
体
施
策
を
展
開
す
る
に
は
、

政
策
へ
の
住
民
参
加
や
協
働
が
必

要
不
可
欠
と
言
え
ま
す
。

　

現
在
、
当
市
の
広
聴
手
段
と
し

て
、
市
長
へ
の
手
紙
や
、
広
報
な

か
ま
の
投
稿
コ
ー
ナ
ー
、
電
話
や

メ
ー
ル
に
よ
る
要
望
や
意
見
な
ど

が
あ
り
、
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご

意
見
な
ど
は
、
ご
説
明
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
よ
い
市
政
運
営
に
反

映
さ
せ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

よ
り
広
範
で
多
面
的
な
声
を
反

映
さ
せ
る
に
は
、
行
政
の
政
策
課

題
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
公
開
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
自
由

に
参
加
で
き
る
機
会
を
増
や
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
自
治
体
運
営

に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
提
案
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度

は
、
市
政
へ
の
住
民
参
加
を
保
障

す
る
制
度
と
し
て
、
多
く
の
自
治

体
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
市

の
将
来
や
当
面
す
る
重
要
な
施
策
、

あ
る
い
は
地
域
に
お
け
る
課
題
に

つ
い
て
、
意
見
や
要
望
を
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
住
民
の
意
識
を
把

握
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の

広
聴
活
動
へ
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
り
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
「
市
民

と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
担
う
も
の
と
言
え
ま
す
。

　

行
政
サ
イ
ド
の
考
え
と
住
民
サ

イ
ド
の
考
え
は
、
必
ず
し
も
す
べ

て
が
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
斬

新
な
発
想
が
、
市
政
運
営
の
新
た

な
方
向
性
を
導
く
こ
と
に
も
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
要
望
や
意
見
、
提

案
を
聞
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
市
政
モ

ニ
タ
ー
制
度
の
創
設
を
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

●
問
合
先　

総
務
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
７
１

市
政
全
般
を
市
民
の
眼
で
見
て
、
耳
で
聴
い
て
、

　
　
　

心
で
感
じ
た
こ
と
を
報
告
す
る
よ
う
な
、
市
政
モ
ニ
タ
ー

　
　
　

制
度
の
創
設
を
し
て
ほ
し
い
。�������������������

（
�2
歳
・
男
性
）

答 問

中
間
市
に
は
147
か
所
の
公

園
な
ど
が
あ
り
、
多
く
は

30
年
以
上
昔
に
作
ら
れ
た
古
い
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
公
園
や
そ

の
中
の
遊ゆ

う
ぐ具
も
古
く
な
っ
て
い
て
、

市
は
点て

ん
け
ん検
を
し
な
が
ら
修し

ゅ
う
ぜ
ん繕
や
取

り
替
え
な
ど
を
し
て
い
ま
す
が
、

お
金
の
問も

ん
だ
い題
も
あ
っ
て
な
か
な
か

追お

い
つ
か
な
い
の
が
現げ

ん
じ
ょ
う状
で
す
。

　

今
、
市
で
は
元
気
に
な
る
た
め

使
う
お
金
を
制せ

い
げ
ん限
し
て
い
ま
す
。

ま
た
元
気
を
取
り
戻
し
た
ら
、
み

な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
公
園

作
り
に
向
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

【
ご
両
親
へ
】

　

み
な
さ
ん
に
は
日
ご
ろ
か
ら
児

童
遊
園
の
清
掃
や
草
刈
な
ど
ご
協

力
を
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

中
間
市
で
は
、
地
域
で
で
き
る

こ
と
は
地
域
が
担
う
、
地
域
で
で

き
な
い
こ
と
は
行
政
が
担
う
の
精

神
で
協
働
の
社
会
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
市
内
に
は
７
か
所
の
都
市

公
園
と
92
か
所
の
児
童
遊
園
の
ほ

か
48
か
所
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や

緑
道
な
ど
が
あ
り
都
市
整
備
課
が

管
理
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
か
ら
、
公
園
な
ど
に
家
庭

ゴ
ミ
を
持
っ
て
き
て
投
棄
し
た
り
、

犬
の
散
歩
の
と
き
糞
の
後
始
末
を

し
な
か
っ
た
り
、
ガ
ラ
ス
瓶
な
ど

割
っ
た
り
、
落
書
き
を
し
た
り
と

一
部
の
こ
こ
ろ
な
き
利
用
者
に
悩

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
し
く
利
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
啓
発
し
て
い

る
の
で
す
が
、
モ
ラ
ル
の
問
題
で

な
か
な
か
無
く
な
ら
な
い
の
が
現

状
で
す
。
今
後
と
も
根
気
強
く
啓

蒙
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
内
の
公
園
、
児
童
遊
園
の
多

く
は
昭
和
40
年
代
か
ら
60
年
代
に

設
置
さ
れ
た
も
の
で
か
な
り
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
新
設
と
な

る
と
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、

危
険
な
遊
具
は
順
次
修
繕
や
取
り

替
え
を
行
な
っ
て
い
る
状
況
で
、

み
な
さ
ん
に
は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

　

担
当
課
で
は
147
か
所
の
公
園
な

ど
の
遊
具
の
点
検
や
ゴ
ミ
や
刈
草

の
片
づ
け
や
、
高
木
の
剪せ

ん
て
い定
な
ど

に
追
わ
れ
、
な
か
な
か
細
部
に
目

が
行
き
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

都
市
整
備
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
６
１

　
　
　

①
子
ど
も
が
安
全
に
遊
べ
る

　
　
　

き
れ
い
な
公
園
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。����������

（
８
歳
・
女
性
）

答 問
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作り方
①�ささみは薄くそぎ切りにし、
塩をふる。しいたけは石づ
きを取り、４つに切る。貝わ
れ菜は２つに切る
②�鍋にだし汁を入れて火にか
け、Ａで調味する
③�②に薄く片栗粉を付けたさ
さみとしいたけを加える
④�煮立ったらアクを取り、軽く
水気を切った大根おろしと
貝われ菜を加え、火を止め
る
⑤椀に盛っておろししょうがを
のせる

とりささみ…１本、塩…少々、生
しいたけ…２枚、貝われ菜…少々、
だし汁…２カップ、Ａ（薄口しょ
うゆ…小さじ１弱、塩…小さじ１／３）、
片栗粉…小さじ２、大根おろし…
１／３カップ、しょうが…少々

ささみのみぞれ汁
材　料（２人分）

中間市食生活改善推進会（緑の会）

このページは、みなさんでつくる
コーナーです。イラストやマンガ、
エッセイ、お知らせなどをお待ち
しています。はがきで広報広聴係
までご連絡ください。

みんな
ひろば
の

Cooking
今月のおすすめ料理

❖�

盆
栽
展
を
開
催
し
ま
す

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日

時　

４
月
24
日
金
～
26
日

日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
26
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

●
場

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

中
間
盆
栽
同
好
会
徳
丸
宅

　

☎（
２
４
４
）５
０
４
８

❖�

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く
る
運
動

　

災
害
や
紛
争
な
ど
に
よ
る
難
民
に
、

あ
な
た
の
思
い
を
こ

め
て
毛
布
を
送
り
ま

せ
ん
か
。

　

昨
年
は
、
み
な

さ
ん
の
お
か
げ
で
、

９
４
、
７
０
６
枚
の

毛
布
が
集
ま
り
ま
し

た
。
５
月
下
旬
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
受
付
・
問
合
先　

明
る
い
社
会
づ
く

り
運
動
推
進
協
議
会（
土
手
ノ
内
三

丁
目
１
‐
２
）

　
【
午
前
10
時
～
午
後
４
時
受
付
】

　

℡
・
ＦＡＸ（
２
４
６
）２
８
６
３

❖�
映
画
「
歓
喜
の
歌
」
鑑
賞
会

　

ご
く
普
通
の
人
々
が
起
こ
す
さ
さ
や

か
な
奇
跡
。
舞
台
は
と
あ
る
地
方
都
市
。

暮
れ
も
押
し
迫
り
、
だ
れ
も
が
忙
し
く

立
ち
働
く
12
月
30
日
、
そ
の
事
件
は
１

本
の
電
話
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

●
期

日　

５
月
９
日
土

●
時

間

○
午
前
の
部
…
10
時
30
分
～

○
午
後
の
部
…
１
時
30
分
～

●
場

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル

●
料

金　

600
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
で
、
な
か
ま
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
販
売
し
ま
す
。

●
問
合
先　

中
間
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
事
務
局

　

☎（
２
４
５
）８
４
３
２

❖�

親
子
の
野
草
観
食
会
を
開
催

　

も
じ
少
年
自
然
の

家
周
辺
の
里
山
に
静

か
に
生
き
る
野
草
た

ち
を
身
近
に
感
じ
ま

し
ょ
う
。
お
い
し
い

野
草
の
食
べ
方
も
お

教
え
し
ま
す
。

●
日

時　

４
月
29
日
�
・
午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時

●
場

所　

北
九
州
市
立
も
じ
少
年

自
然
の
家（
門
司
区
大
字
北
喜
多
久

７
８
４
‐
１
）

●
対

象　

小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定

員　

15
家
族
35
人
程
度

※
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

●
参
加
費　

一
人
300
円（
活
動
費
、
保

険
代
な
ど
）

●
講

師　

嶝と
う
の野
吉
美
さ
ん

　
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）

●
申
込
期
間　

４
月
17
日
金
～
27
日
月

※
27
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

●
申
込
先　

北
九
州
市
立
も
じ
少
年

自
然
の
家

　

☎（
３
４
１
）１
１
２
８

❖�

第
22
回
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

毎
年
恒
例
の
緑
の
イ
ベ
ン
ト
が
今
年

も
田
主
丸
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

新
緑
の
季
節
、
緑
に

触
れ
て
健
や
か
な
時
間

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　

５
月
10
日
日
・
午
前
９

時
45
分
～
午
後
３
時
10
分

●
場

所　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

　
（
久
留
米
市
田
主
丸
町
益
生
田
１
１
２
５
）

●
内

容　

丸
太
切
り
競
争
、
ハ
ン

ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

緑
の
ス
ケ
ッ
チ
大
会
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど

●
参
加
料　

無
料

●
問
合
先　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

管
理
事
務
所

　

☎
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３



豆知識！役

に立つ ポスターの日焼けを防ぐには、透明な靴磨きワックスをまんべんなく塗ってお
くと色落ちしない。

エネルギー33㎉　食塩1.6ℊ
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長
ながさわ
沢 玲

れ い じ
志 �ちゃん

平成 20 年 12 月 24 日生（下大隈）
福
ふくだ
田 開

かいせい
晴  ちゃん�

平成 19 年３月 18 日生（扇ヶ浦四丁目）

　れいくんのかわいらしい
笑顔に家族みんなが癒され
ています。元気で明るい子
に育ってね。

　祝２歳！日々の成長が楽
しみな開晴くん。
これからもいっぱい遊ぼう
ね。

●日 時　４月25日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　ぞうくんのさんぽグループ

●おはなし会●

●今月のおすすめ図書●

がんばらんと！
福田衣里子・著

　人生を振り返ってみると、無数
の点がある。あの点がなければ、
今の私はいない。０歳で薬害に遭
い、20歳でＣ型肝炎感染を知った。
心から笑える日が来るまで、私は
闘う…。薬害肝炎訴訟の闘いの軌
跡。

生きるってすてきだね
いながきようこ・文

　困難に負けずに夢をかなえたり、
元気に生きている人たちを「ゲスト
ティーチャー」として迎え、彼らに
出会って、心をゆらしながら自分
の生き方を考えはじめた小学生た
ちの３年間の授業記録。

～ 市民図書館だより ～

　●問合先　市民図書館☎（２４５）４６６４

▶今号から紙面の一部をリニューアルしました。いかがでした
か？みなさんと私たちをつなぐ編集後記コーナー。紙面の都合
で長い間お休みしていましたが、みなさんの声で復活すること
になりました。ありがとうございます。続投が決まった私たち
２人。これからも楽しく読んでもらえるような紙面づくりに励
んでいきますので、どうぞよろしくお願いします。������（新）＆（謙）

編集
後記

風車を手作りしました
　中間市役所近くの橋に、ペットボトルを利
用した風車が風に吹かれているのを見て、私
も作りたいと思い、経営企画課の熊谷さんに
見本と作り方の手順をいただきました。
　毎年、花壇には四季折々の花を植えて楽し
んでいましたが、今年は風車をお花のバック
に挿しました。満開
の花の後ろで風車は
クルクルと回って、

「今日も元気でね」と
勇気づけてくれます。
　通りがかりの人た
ちからは、「きれいですね」「かわいいですね」

「夢がありますね」と声をかけていただいてい
ます。色とりどりのお花の色に、風車が春風を
呼ぶ様子に、心が和み、落ち着きます。
　人から喜んでいただけるような人になりた
いと思う今日このごろの私です。
●設置場所　石坂皮膚科駐車場付近（通谷一丁目）

（鍋山町　柴田さん）

児童合唱団コールなかまジュニアの結成 30 周年
記念コンサートが中央公民館で開催され、会場に
は多くの人が集まりました。会場のみなさんは、
合唱団の歌声に合わせて一緒に大きな声で合唱し
たり、美しいハーモニーと軽快なステップに大き
な声援を送ったりするなど、会場が一体となった
ような和やかなコンサートになりました。これから
も、40 周年 50 周年とがんばってくださいね。

思い出を懐かしんで歌った
３月８日・コールなかまジュニア結成 30 周年コンサート
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俳　

句

永
山　　
篁　

選

刻
印
返
上
も
う
負
け
犬
と
言
わ
せ
な
い

	

朝
霧
二
丁
目	

松　

下　

未
代
子

茶
断
ち
す
る
母
の
お
も
い
が
子
に
遠
い

	

中
央
三
丁
目	

桑　

原　

康　

博

不
況
波
嵐
の
如
く
吹
き
ま
く
る

	

中
間
三
丁
目	

柴　

田　

弘　

美

合
掌
で
拝
む
心
に
福
が
来
る

	

弥
生
二
丁
目	

永　

石　

ス
ミ
子

忘
れ
ま
い
誓
う
思
い
を
ま
た
忘
れ

	

中
間
二
丁
目	

矢
羽
田　

正　

孝

腰
痛
に
取
ら
ざ
り
し
草
が
雀
ら
の
糧
と
な
る
の
も
天
の
采
配

	

朝
霧
二
丁
目	

上　

山　

昭　

子

市
街
地
へ
迷
い
出
で
た
る
子
狸
は
犬
に
吠
え
ら
れ
人
に
追
わ
る
る

	

弥
生
二
丁
目	

吉　

田　

千　

歳

何
時
ま
で
も
仕
舞
っ
て
い
た
い
父
母
の
泣
き
笑
い
の
顔
故
里
の
居
間
に

	

通
谷
一
丁
目	

戸　

田　

惠
美
子

神
た
ち
よ
護
れ
と
歌
う
研
二
あ
り
老
い
を
励
ま
す
力
を
も
ら
う

	

太
賀
三
丁
目　

	

日　

野　

康　

子

三
歳
の
男
孫
が
作
り
し
ブ
ロ
ッ
ク
の
銃
に
撃
た
れ
て
何
度
も
倒
れ

	

岩
瀬
四
丁
目	

吉　

岡　

比
呂
己

花
好
き
の
形
見
の
花
壇
名
草
の
芽

	

長
津
二
丁
目	

安　

倍　

砂　

子

沈
丁
の
香
り
を
供
華
に
剪
り
に
け
り

	

上
底
井
野	

島　

津　

貞　

子

親
鸞
の
佳
境
に
入
る
春
炬こ

た

つ燵

	

長
津
二
丁
目	

松　

井　

倭　

枝

山
襞ひ

だ

の
墨
絵
の
如
く
春
の
雲

	

扇
ヶ
浦
四
丁
目	

樋　

口　

カ
ナ
エ

百
の
顔
百
の
空
へ
と
�す

立
ち
け
り

	

太
賀
一
丁
目	

池　

田　
　
　

馨

川　

柳

　

  

小
崎
国
雄　

選

扌
髙
口
文
枝
さ
ん
（
中
間
三
丁
目
）・
作

■ 「広報なかま」の配布は発行日から開始します。みなさんのお手元に３日以内でお届けできるようにしています

短　

歌

前
山
禮
次　

選

中
間
市
短
歌
会

今月25日から、いよいよ発売される「元気な風商品券」。市内のお店で使える、
10％のプレミアム付きです。この機会を逃すことなく、みなさんお買い求め
ください。

表紙
説明


